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国 71.5％，アメリカ 86.0％，イギリス 83.1％，ドイツ 80.9％，フランス 82.7％，スウェ
ーデン 74.4％なのに対し，日本は 45.8%と諸外国に比べて低くなっている。また，年齢別に













































































































































































 2年 3年 4年 計 
男性 22 4 2 28 
女性 10 78 0 88 
計 32 82 2 116 
 
２－１－２．調査時期及び調査方法 




















































































































































































 N 項目数 Mean(SD) Median α係数 
自己愛 116 25 72.2(13.2) 74  
周囲を気にかけない誇大的な
ナルシシズム 
116 11 27.8 (7.6) 28 0.81 
周囲を気にする傷つきやすい
ナルシシズム 











 N 項目数 Mean(SD) Median α係数 
自己肯定感 116 48 154.6(25.1) 154  
対自己領域 116 24  80.7(13.5)  81 0.89 
自己受容 116  8 29.5 (4.8)  30 0.78 
自己実現的態度 116  8 24.2 (5.8)  24 0.82 
充実感 116  8  26.9 (6.0)  27 0.86 
対他者領域 116 24  70.3 (8.5)  71 0.61 
自己閉鎖性・人間不信 116  8  21.4 (5.9)  21 0.82 
自己表明・対人的積極性 116  8  24.1 (5.8)  24 0.81 











 N 項目数 Mean(SD) Median 
適応感 116 1 15.6(2.82) 16 
家族に対する適応感 116 1 3.99(1.10)  4 
友達に対する適応感 116 1 4.08(0.87)  4 
先輩に対する適応感 116 1 3.93(0.89)  4 










 男性 女性  
Mean Mean t値 
自己肯定感 152.2 155.4 -0.58 
自己受容  29.2  29.6 -0.35 
自己実現的態度  22.2  24.8  -2.09* 
充実感  26.2  27.1 -0.66 
自己閉鎖性・人間不信  20.6  21.7 -0.82 
自己表明・対人的積極性  23.6  24.2 -0.52 
被評価意識・対人緊張  24.5  24.8 -0.19 
自己愛  73.6  71.7  0.64 
周囲を気にしない誇大的なナルシシズム  29.6  27.2  1.42 
周囲を気にする傷つきやすいナルシシズム  47.0  47.7 -0.32 
適応感  15.7  15.6  0.20 
家族に対する適応感  4.21   3.9  1.22 
友達に対する適応感  4.25   4.0  1.14 
先輩に対する適応感  3.71   4.0 -1.48 
後輩に対する適応感  3.60   3.7 -0.45 











Tukey の多重比較を行った結果，「自己実現的態度」得点は 3 年生のほうが 2 年生よりも
高かった。「周囲を気にしない誇大的なナルシシズム」得点は 4年生が一番高かった。「家族





 2年 3年 4年 F値 
Mean Mean Mean 
自己肯定感 150.8 156.0 157.5 0.497 
自己受容  29.2  29.7  25.0 0.315 
自己実現的態度  22.0  25.1  23.0   1.033 * 
充実感  26.8  27.1  22.5 3.326 
自己閉鎖性・人間不信  21.0  21.6  20.5 0.127 
自己表明・対人的積極性  23.0  24.3  31.5 2.288 
被評価意識・対人緊張  25.2  24.6  20.0 0.748 
自己愛  70.6  72.5  81.5 0.733 
周囲を気にしない誇大的なナルシシズム  26.9  27.8  41.5   3.516 * 
周囲を気にする傷つきやすいナルシシズム  46.7  48.0  42.0 0.461 
適応感  16.2  15.5  15.0 0.802 
家族に対する適応感  4.40  3.85  3.00   3.866 * 
友達に対する適応感  4.37  3.97  4.00   2.496† 
先輩に対する適応感  3.61  3.98  3.50 0.679 
後輩に対する適応感  3.62  3.68  4.50 0.756 






 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2   633  316.4 0.497 0.61 
残差 113 71980 637   
全体 116 72613    





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年  2  48.5 24.25 1.033 0.359 
残差 113 2653.9 23.49   
全体 116 2702.4    





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年  2  217 108.4 3.326 0.0395 * 
残差 113 3684  32.6   
全体 116 3901    





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年  2   42 21.15 0.573 0.566 
残差 113 4173 36.93   
全体 116 4215    






 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年  2   9  4.52 0.127 0.881 
残差 113 4012 35.5   
全体 116 4021    





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2  151 75.67 2.288 0.106 
残差 113 3736 33.06   
全体 116 3887    





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2  53 26.67 0.748 0.486 
残差 113 4027 35.64   
全体 116 4080    





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2   259 129.5 0.733 0.483 
残差 113 19961 176.7   
全体 116 20220    






 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2  397 198.75 3.516 0.033 * 
残差 113 6388  56.53   
全体 116 6785    





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2   103  51.54 0.461 0.632 
残差 113 12639 111.85     
全体 116 12742       





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2   12.9 6.429 0.802 0.451 
残差 113 906 8.017   
全体 116 918.9    





 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2   9.03 4.514 3.866 0.0238 * 
残差 113 131.96 1.168   
全体 116 140.99    






 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2 3.69 1.8434 2.496 0.0869 † 
残差 113 83.45 0.7385   
全体 116 87.14    




 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2 1.09 0.5427 0.679 0.509 
残差 113 90.36 0.7997   
全体 116 91.45    




 自由度 平方和 平均平方 F p 
学年   2   1.44 0.7211 0.756 0.472 
残差 113 107.76 0.9536   
全体 116 109.2    







































































家族 -0.13 0.11 0.04 0.15† 0.06 0.33*** -0.07 -0.38*** -0.17 0.03 0.18 0.002 
友達 0.35** 0.37*** 0.05 0.23* 0.36*** 0.51*** -0.52*** -0.60*** 0.32** 0.30*** -0.27* -0.22* 
先輩 0.16 0.32*** 0.17 0.32*** 0.18 0.42*** -0.03 -0.35*** 0.02 0.24** -0.06 -0.18† 
後輩 0.04 0.23** 0.20† 0.32*** 0.06 0.29** -0.05 -0.25** 0.20 0.30*** -0.05 -0.16† 
R² 0.18  0.14  0.30  0.37  0.15  0.08  
R’² 0.15 0.11 0.28 0.34 0.12 0.05 















































自己受容 0.11 0.34*** 0.005 0.11 0.17† 0.37*** 0.14 0.32*** 0.04 0.23** 
自己実現的態度 0.03 0.34*** -0.03 0.15† -0.14 0.23* 0.09 0.32*** 0.18 0.32*** 
充実感 0.26* 0.52*** 0.22† 0.33*** 0.22* 0.51*** 0.23† 0.42*** 0.08 0.29** 
自己閉鎖性・人間不信 -0.37*** -0.53*** -0.41*** -0.38*** -0.50*** -0.60*** -0.13 -0.35*** -0.03 -0.25** 
自己表明・対人的積極性 0.015 0.28** -0.14 0.03 0.007 0.30*** 0.02 0.24** 0.18† 0.30*** 
被評価意識・対人緊張 0.15 -0.18* 0.20 0.002 0.12 -0.22* 0.06 -0.18† 0.04 -0.16† 
決定係数 0.36  0.22  0.42  0.21  0.15  
























































































-0.23* 0.05 -0.04 -0.11 -0.26** -0.02 0.17† 0.14 0.22* 0.19* 
周囲を気にする傷つきやすい 
ナルシシズム 
0.09 -0.21* -0.10 -0.06 0.018 -0.26** -0.20* -0.17† -0.19* -0.15† 
決定係数 0.05  0.01  0.07  0.05  0.07  
自由度調整済み決定係数 0.03 -0.002 0.05 0.04 0.05 



































自己肯定感 -0.37*** 0.14 -0.62*** 












 性別 学年 自己肯定感 適応感 自己愛 
Aさん 女性 3年 低 低 どちらも低 （過-12  誇-15） 
Bさん 女性 3年 高 高 どちらも高 （過+4.5 誇+6.2） 
Cさん 女性 3年 高 低 過敏性のみ高(過+8.5 誇-0.8) 
 
２－２－２．調査時期及び調査方法 






































 友達 先生・先輩 後輩 異性 
小学校 結構友達は多かった 
スイミング 

































































 友達 先生・先輩 後輩 異性 
小学校 
公立小学校 















 1年時 学年副リーダー 
 2年時 学年リーダー 







































父親 仲良くない…中学 2 年生で大喧嘩（ドラマを観ていたら怒鳴られる）し，口きかなくなる。高校生の時もずっと仲悪く，大学生に
なってからは普通に話せるくらいにはなった 
母親 言いたいこと全部言える人。一番仲良し 
兄（大学院 2年生） 3人で仲が良い 
…おでかけ，ご飯，サーフィン 
アニメ，テレビ，恋愛相談 

















































































































































男性 2 人しかおらず，この 2 人の結果になるため，本研究の 2 人が特別誇大性の高い自己
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